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photo 懸命に綱を引く泊チーム。応援にも力が入ります（村民体育大会）

Pick Up Topics

第 46 回村民体育大会
泊例大祭
新六ヶ所村農業委員が選出
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『
一
致
団
結　

地
域
の
力
』
を
テ
ー
マ

に
第
46
回
村
民
体
育
大
会
が
８
月
７
日
、

大
石
総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
６
チ
ー
ム
（
千
歳
・
戸
鎖
・

平
沼
・
泊
・
倉
内
・
尾
駮
）
と
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
４
チ
ー
ム
（
笹
原
・
出
戸
・
二
又
・

中
志
）
の
選
手
た
ち
が
、
22
の
競
技
で

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
副
大
会
長
の
戸
田
衛
副
村
長

の
開
会
宣
言
で
開
幕
。
渡
辺
泰
正
く
ん

（
千
歳
中
１
年
、
笹
原
チ
ー
ム
）
が
炬

火
を
点
火
し
ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し
て
、
島
中
将
嗣
く
ん

（
千
歳
中
３
年
、
千
歳
チ
ー
ム
）
が
選

手
宣
誓
。
中
村
翔
く
ん（
第
二
中
３
年
、

中
志
チ
ー
ム
）
が
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
揮

を
務
め
ま
し
た
。

　

競
技
開
始
に
先
が
け
て
、
鳴
子
ど
っ

こ
い
サ
ー
ク
ル
（
三
戸
秀
子
代
表
）
が

『
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
唄
』
を
披
露
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

１
０
０
㍍
走
で
幕
を
開
け
た
大
会
。

各
年
代
の
選
手
た
ち
が
、
自
慢
の
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
保
育
園
児
た
ち
が
愛

ら
し
い
踊
り
を
披
露
。
父
母
た
ち
は
そ

の
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
し
き
り

に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
輪
車
リ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
送
り
競

走
、
大
玉
転
が
し
リ
レ
ー
な
ど
の
団
体

戦
で
は
各
チ
ー
ム
と
も
息
の
合
っ
た
連

携
プ
レ
ー
を
見
せ
、
競
技
最
後
の
混
合

８
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
は
、
小
学
生
か
ら

壮
年
ま
で
が
懸
命
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ

46th Rokkasho Sports Festival

ま
し
た
。

　

今
年
の
優
勝
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
が
千

歳
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
が
二
又
。
千
歳
チ
ー

ム
の
髙
田
義
則
団
長
は
「
５
地
区
の
団

結
力
が
勝
利
を
導
い
た
」と
、二
又
チ
ー

ム
の
葛
西
徹
也
団
長
は
「
メ
ン
バ
ー
み

ん
な
の
団
結
力
あ
っ
て
こ
そ
。
来
年
も

優
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

地域の団結力見せた
「村民体育大会」優勝は千歳と二又

12
345

6

7

8

1_ ハードル→風船割り→網くぐりの障害物競走。網をくぐり、
ゴールを目指す選手たち　2_ 混合 800㍍のスタートを切る小学
生女子（Ａブロック）　3_ 高さ 80㌢ほどのハードルを軽々と飛
び越える選手たち（障害物競走）　4_ 選手宣誓をする島中将嗣
くん　5_ ボールをリズムよく後ろに送る尾駮チームの選手たち
　6_ まぶしい日差しに負けず、次々とカゴに玉を入れる　7_
回し手と跳び手のあうんの呼吸が必要とされる長縄跳び。何回
も高く続けて跳んだ平沼チーム　8_AKB48 の曲に合わせて、愛
らしい踊りを披露した保育所の園児たち

Pick  Up Topics_1
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神へ祈り捧げ、
一年の無事を感謝

１_ 祭りに華を添えた流し踊り。泊流し踊り保存会
や中学校の生徒などが優雅な踊りを披露した　２_
とまり港祭りの大漁祈願祭で神楽を奉納した泊神楽
保存会　３_ 伝統の装束に身を包んだ天狗。独特の
お面を怖がり、逃げる子どもたちも　４_ 頭に金色
の飾りをつけたお稚児さんたち。愛らしい姿に周り
の大人たちも笑顔　５_ 山車の太鼓を担当する泊中
の生徒たち。いろんな役を担う子どもたちは、祭り
の主役でもある

Pick Up Topics_2

泊地区伝統の祭り『泊例大祭』

5 2

34

　

財
団
法
人
環
境
科
学
技
術
研
究
所
（
嶋

昭
紘
理
事
長
、
以
下
、
環
境
研
）
特
別
顧

問
の
大
桃
洋
一
郎
さ
ん
が
、
国
際
放
射

生
態
学
連
合
（International U

nion of 
Radioecology

：IU
R

）
の
最
高
賞
で
あ

る
『
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー

賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
創
設
者
で
、
環
境
科
学
の
基
礎
を
築

い
た
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ド
ス
キ
ー

の
名
を
冠
し
た
賞
。
放
射
生
態
学
の
分
野

で
優
れ
た
功
績
を
残
し
た
研
究
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

　

受
賞
は
、
放
射
線
が
生
物
や
環
境
に
与

え
る
影
響
の
50
年
以
上
に
わ
た
る
研
究

と
、
環
境
研
を
環
境
放
射
能
安
全
研
究
の

一
大
拠
点
と
し
て
確
立
さ
せ
た
功
績
に
よ

る
も
の
。
受
賞
式
は
６
月
20
日
、
カ
ナ
ダ

で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
の
席
上
で
行
わ

れ
、賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
世
界
で
は
３
人
目
、
日
本
人
で
は

大
桃
さ
ん
が
初
め
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

大
桃
さ
ん
は
受
賞
に
際
し
「
こ
れ
だ
け

の
研
究
所
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

村
と
県
と
地
元
住
民
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

財団法人 環境科学技術研究所 特別顧問

大桃洋一郎さ
ん

環境研の設立や、放射生態学研究で優れた功績
「ウラジミール・ベルナドスキー賞」受賞

おおもも・よういちろう

福島県猪苗代町出身。昭和 38 年東京大学大学院
生物系研究科博士課程修了。同年、科学技術庁（＝
当時）放射線医学総合研究所入所。同東海支所、
那珂湊支所を経て平成 2 年辞職、同年財団法人環
境科学技術研究所（＝尾駮）入所。13 年から理
事長、21 年から特別顧問。農学博士

い
ま
し
た
。

　

大
桃
さ
ん
が
顧
問
を
務
め
る
環
境
研

は
、
平
成
２
年
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施

設
の
立
地
計
画
に
伴
い
、
放
射
線
が
環
境

に
与
え
る
影
響
を
調
査
し
、
安
全
審
査
の

妥
当
性
な
ど
を
実
証
す
る
機
関
と
し
て
開

設
。
大
桃
さ
ん
は
理
事
兼
第
１
研
究
部
長

と
し
て
設
立
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
「
尾
駮
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
事
務
所
を
構

Yoichiro Omomo

え
、
旧
鷹
架
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用

し
、
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
研

究
所
の
将
来
計
画
を
考
え
、
ど
う
い
う
研

究
を
す
る
か
、
ど
う
い
う
研
究
施
設
を
整

備
す
べ
き
か
試
行
錯
誤
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
初
め
て
村
に
来
た
時
の
印
象

は
、
自
然
が
と
て
も
豊
か
だ
と
い
う
こ

と
。
熊
や
キ
ツ
ネ
な
ど
の
動
物
を
よ
く
見

か
け
、
沼
で
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を
楽
し
み

ま
し
た
ね
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

　

環
境
研
で
は
現
在
、
放
射
性
物
質
が
生

態
系
の
中
で
ど
の
よ
う
に
移
行
・
蓄
積
す

る
の
か
を
研
究
す
る
『
全
天
候
型
人
工
気

象
実
験
施
設
』
や
『
閉
鎖
型
生
態
系
実
験

施
設
』、
低
線
量
率
の
放
射
線
を
動
物
に

長
期
連
続
照
射
し
、
そ
の
影
響
を
調
べ

る
『
低
線
量
生
物
影
響
実
験
棟
』
な
ど
５

つ
の
研
究
施
設
を
も
ち
、『
原
子
力
と
環

境
の
か
か
わ
り
』
を
テ
ー
マ
に
各
種
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
研

究
成
果
報
告
会
を
県
内
で
開
き
、
そ
こ
で

の
質
問
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど″
地
元
の
声
〟

を
積
極
的
に
研
究
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

大
桃
さ
ん
は
「
県
内
は
も
と
よ
り
、
六
ヶ

所
の
人
た
ち
が
何
を
不
安
に
感
じ
て
い
る

か
を
理
解
し
な
い
と
、
安
全
研
究
の
テ
ー

マ
は
見
つ
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
不
安
や
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
一
人

で
も
気
軽
に
相
談
に
き
て
ほ
し
い
。
地
域

の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
大
事
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
視
点
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

授与された
賞状㊧とメダル㊨

Pick Up Topics_3

1

　

伝
統
の
祭
り
『
泊
例
大
祭
』
が
７
月
18

日
か
ら
20
日
ま
で
３
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
初
日
18
日
は
諏
訪
神
社
、
最
終
日

20
日
は
貴
宝
山
神
社
を
起
点
に
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
泊
の
祭
り
の
名
物
。

泊
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
先
導
し
、
伝
統

装
束
に
身
を
包
ん
だ
天
狗
、
神
楽
、
お
稚

児
さ
ん
、
神
輿
が
続
き
ま
す
。

　

泊
中
学
校
の
男
子
生
徒
は
大
人
に
負
け

な
い
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
を
見
せ
、泊
小
・

中
学
校
卓
球
部
な
ど
の
児
童
生
徒
た
ち
は

優
勝
杯
を
手
に
沿
道
の
住
民
に
活
躍
を
報

告
。
山
車
を
引
く
子
ど
も
た
ち
は
「
ヤ
ー

レ
ヤ
ー
レ
」
と
力
を
合
わ
せ
綱
を
引
い
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
続
く
流
し
踊
り
は

優
雅
な
踊
り
で
祭
り
に
華
を
添
え
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
は
元
気
な
舞
で
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

全
長
約
３
０
０
㍍
、
３
５
０
人
あ
ま
り

の
住
民
が
参
加
し
た
パ
レ
ー
ド
。
沿
道
の

住
民
た
ち
は
、
神
輿
に
熱
心
に
手
を
合
わ

せ
、
パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
た
ち
に
は
盛
ん

に
拍
手
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
日
19
日
は
と
ま
り
港
祭
り
が
泊
漁
港

の
市
場
で
開
か
れ
、
大
漁
祈
願
祭
や
門
倉
有

希
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
漁
と
海
上
安
全
を
祈
願
す
る
大
漁
祈

願
祭
。
宮
司
の
祝
詞
の
後
、
漁
業
者
団
体

の
代
表
な
ど
が
玉
ぐ
し
を
捧
げ
、
泊
神
楽

保
存
会
が
諏
訪
神
社
と
貴
宝
山
神
社
の
神

楽
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
釣
り
大
会
も
催
さ
れ
、
大
ぶ

り
の
カ
レ
イ
を
釣
り
上
げ
た
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
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六ヶ所トピックス

商店街ににぎわいを
泊地区で『かもめスタンプまつり』

　かもめ祭りが 7 月 23 日、泊地区イベント広場で開かれ、泊
地区の住民約 600 人が各種ステージなどを楽しみました。
　ステージでは、泊中学校ブラスバンドの演奏やよさこいソーラ
ンが披露され、集まった住民は豊かな音色と躍動感ある踊りに盛
んに拍手をおくっていました。また、アイスとビールの早食い・
早飲み大会や、制限時間内に空き缶をどれだけ高く積めるかなど
を競う炎のチャレンジャーも行われました。また、会場内には、
泊産のマグロやソイなどの魚介類を販売するブースや戸鎖そばの
ブースなどが並び、買い求める人たちでにぎわっていました。
　祭りは今年で 7 回目。泊地区や東通村白糠地区の商店 31 店
が加盟するかもめスタンプ協同組合が、地域や商店街の活性化
を目的に開いています。ラムネの早飲みに挑戦する子どもたち

実践的な教育の必要性強調
六高でキャリア教育講演会開かれる

　『小中高連携による 12 年間を見通したキャリア教育』が 8 月
2 日、六ヶ所高校で開かれ、村内小中高の教職員約 40 人が、キャ
リア教育について理解を深めました。
　講師の田中研之輔法政大准教授は「キャリア教育とは学ぶこと、
働くことをデザインしていくこと。実践的、体験的な学びで柔軟
な生き方の構想力を培うことが今の子どもたちには必要」とキャ
リア教育の必要性を強調しました。県の教育推進事業として県内
6 地区で進められているキャリア教育。今後 3 年間、千歳平小学校、
千歳中学校、六ヶ所高校の 3 校はモデル校として連携し、小中高
12 年間を見通したキャリア教育の指導方法を探っていきます。柴
垣博孝六ヶ所高校長は「子どもたちには今後、職業体験などを通
して、社会性と忍耐力をつけてほしい」と話していました。田中准教授㊨の講演に熱心に聞き入る教員たち

Rokkasho Topics

「受賞、地域の励みになれば」
ゆうき青森畜産共進会で村内牛が受賞

　ゆうき青森農業協同組合の『第１回畜産共進会』が 7 月 17 日、
青森県家畜市場（七戸町）で開かれ、村内の乳牛や肉用牛が優
秀な成績を収めました。
　牛の肥育技術や品質の向上を目的に開かれる共進会に、六ヶ所
村を含む 6 市町村の酪農家などが自慢の牛を出品。ホルスタイン
種（乳牛）と黒毛和種（肉用牛）の 2 種年齢別などで、肉付きや
毛並みなどを審査しチャンピオンを選出。その中から種別ごとに
グランドチャンピオンが選ばれました。黒毛和種のグランドチャ
ンピオン『はるひらやす 6』を出品した阿部次郎さんは「この受
賞が地域の励みになれば。これからも努力していきたい」、ホル
スタイン種経産牛の部 2 位『フラーリッシュドレークエースロー
リー』を出品した阿部亨さんは「この牛は病気もしないおとなし
い牛。これからも実績を残していきたい」と笑顔で話していました。

酪農家が自慢の牛を競い合った共進会

村行政に多大な尽力
鳥山和一郎さん（故人）に旭日単光章

　元六ヶ所村議会副議長の鳥山和一郎さん（故人）が 5 月 18
日付けで、旭日単光章を受章しました。
　鳥山さんは平成 3 年に村議会議員に初当選して以来、4 期
16 年（15 ～ 19 年は副議長）にわたり村行政の振興発展に尽
力されました。
　伝達式は 8 月 2 日、村長室で行われました。古川健治村長
は「あらためて生前の功績に感謝します」と述べ、鳥山さんの
妻ハナさんと長男の義隆さんに勲記と勲章を伝達しました。
　ハナさんは「受章は、地域の皆さまの支えがあったから。感
謝しています」、義隆さんは「受章を仏前で報告してきました。
父に少しでも近づけるよう、私も努力していきたい」と話して
いました。（左から）ハナさん、義隆さん、古川村長

自然や故郷大切にする心養う
一中生が学校周辺でごみ拾い

　第一中学校（柿崎秀典校長、生徒 77 人）の全校生徒が 7 月
15 日、学校周辺でごみ拾いを行いました。
　生徒たちは 6 つの委員会ごとに分かれて、学校の清掃と、老
部川、役場、尾駮レイクタウンや、尾駮診療所周辺のごみ拾い
をしました。役場周辺の国道沿いは図書委員会が担当。生徒た
ちは霧雨の中、歩道だけでなく電柱の下の草をかき分けてゴミ
を拾い集めていました。貝塚創さん（2 年）は「たばこの吸が
らが特に多い」と、東出昴大さん（3 年）は「ごみが１年生や
２年生の時より少なくなってきている」と話していました。
　ごみ拾いは委員会活動の一環として行われ、地域をきれいに
することで、自然や故郷を大切にする心を養うことをねらいに
毎年実施しています。役場近くの国道沿いでごみを拾う生徒たち

地域産業の活性化考える
地産地消活性化推進委が発足

活発に意見を出し合った委員たち

　地産地消活性化推進委員会（種市治雄委員長）の第１回委員
会が 8 月 9 日、村商工会で開かれ、委員やオブザーバーが地
産地消の取り組みについて活発に意見を交わしました。
　委員会では産直市場や講演会の開催案に対し、「自分の作っ
たものに対して、消費者の反応を見れる絶好の機会」、「まずは
行動を起こすのが大事。輪が広がれば次の目標が出てくるはず」
など積極的な意見が出されました。
　同委員会の母体は村商工会。村内で地産地消を推進し、経済
循環を図ろうと協議を重ね本年度委員会を設置しました。上長
根浅吉村商工会長は「村のもともとの基幹産業である第一次産業
を活性化させ、商工業と積極的に連携し、幅広い振興を図りたい」
と話していました。産直などの日程は、商工会ウェブサイト（http://
www3.ocn.ne.jp/~roku44/index.htm）などで周知していく予定です。
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縄文キャンプが二又夢はぐ館で行われる

　六ヶ所村少年少女発明クラブと縄文キャンプの合同宿泊体験
が 8 月 9 日～ 10 日、二又夢はぐ館で行われ、村内の児童 16
人が参加しました。
　児童たちは火を起こす器具を使って火起こしをしたり、起こ
した火を使って夕食を作ったり、工作活動で勾

ま が た ま

玉作りを体験した
りしました。慣れない作業に戸惑いながらも、誰が一番早く火を
起こすことができるか競争したり、楽しく活動していました。
　参加した金濱那智くん ( 尾駮小６年 ) は「友達が一番早く火
を起こすと思っていたから、先に自分が起こすことができてう
れしかった」と笑顔で話していました。
　この縄文キャンプ宿泊体験は、縄文時代の生活体験を通して、
村の歴史への理解を深めることを目的に実施されています。

平成 23 年度第 2 回犬の登録と狂犬病予防注射日程
月日 地区 実施場所 時間

10 月 4 日火

泊

第２焼山住宅前 9：30～  9：50

弁天様前 10：00～10：20

町内会事務所前 10：30～10：50

泊支所前 11：00～11：20

泊消防署前 11：30～11：50

石川 集会所前 13：00～13：10

出戸 集会所前 13：15～13：25

老部川 千葉尚宅前 13：35～13：45

尾駮浜 中村岩男宅前 13：55～14：05

10 月 5 日水

尾駮浜 役場庁舎前 9：30～  9：45

野附 東酸KK前 9：50～10：00

尾駮 清水知幸宅前 10：05～10：15

二又 附田商店前 10：25～10：35

室ノ久保 三戸明宅前 10：45～10：55

千樽 十文字林業前 11：00～11：10

戸鎖 消防屯所前 11：15～11：25

10 月 6 日木

中志 中村酒店前 9：30～  9：40

内沼 木村てる宅前 9：45～ 9：55

倉内 集会所前 10：05～10：20

平沼 平沼支所前 10：30～10：45

新城平 前田商店前 10：50～11：00

六原 バス停前 11：05～11：15

端 バス停前 11：20～11：30

笹崎 松尾宅前 11：35～11：45

豊原 集会所前 13：00～13：10

睦栄 集会所前 13：15～13：25

千歳 橋本光男宅前交差点 13：30～13：40

庄内 集会所前 13：45～13：55

千歳平 公民館前 14：00～14：20

　本年度 2回目の飼い犬の登録と狂犬病予防注射
を左記日程で行います。都合のよい日時・場所で飼
い犬に予防注射を受けさせてください。
　なお、村からはがきが送付されている人は忘れず
に持参してください。
■対象　生後３カ月以上のすべての犬
■登録・注射料
○登録済みの犬
　注射料金　3,000 円（注射済証交付手数料含む）
○未登録の犬
　①登録料金　3,000 円
　　（鑑札証交付手数料含む。〈生涯で１度限り〉）
　②注射料金　3,000 円　（注射済証交付手数料含
む）
　飼い犬の生涯１回の登録と毎年１回の狂犬病予防
注射を受けることは、狂犬病予防法により義務づけ
られていますので必ず実施してください。
　犬への狂犬病ワクチン接種は愛犬のためだけでな
く、人間を狂犬病から守るために大変重要な事業で
あることをご理解ください。
　狂犬病に感染し発病すると、人間も動物も 100
％死亡します。狂犬病予防注射は、村で実施する集
合注射か動物病院で実施してください。
　飼い犬が死亡したときは、鑑札と注射済証を添え
て死亡届を福祉課へ提出してください。登録事項に
変更があったときは、登録変更届を福祉課へ提出し
てください。転入・転出も届け出が必要です。
問福祉課　☎ 0175（72）2111（内線 149）

　六ヶ所高校 2 年の藤村竜也くんが 8 月 9 日、インターンシッ
プで広報の取材を体験。初めての一眼レフカメラでの撮影や
記事の作成に挑戦しました。〈以下、藤村くんの記事です〉

寺下勇夫（62）
＜尾駮 公選＞

中野渡勝太（59）
＜倉内 公選＞

古泊　宏 (68)
＜泊 議会推薦＞

石久保斉 (54)
＜倉内 公選＞

田中良孝 (62)
＜千歳平 公選＞

秋戸優治 (52)
＜二又 公選＞

橋本利喜雄（62）
＜平沼 議会推薦＞

髙橋文雄 (57)
＜老部川  農業団体推薦＞

佐藤義明 (46)
＜庄内 農業団体推薦＞

金澤光秀（67）
＜泊 公選＞

中村光弘（53）
＜内沼 公選＞

中村美十志（54）
＜出戸 公選＞

大森敏雄（62）
＜六原 公選＞

久保政廣（61）
＜戸鎖 議会推薦＞

小泉利喜夫（57）
＜千歳平 公選＞

六ヶ所村農業委員
（任期：平成 23 年 7 月 20 日～ 26 年 7 月 19 日）

氏名（年齢）　〈地区　公選・推薦別〉

新六ヶ所村農業委員選出される

六高生が広報業務を体験2

1会長に寺下氏、会長職務代理者は中野渡氏

石川地区でホタルが乱舞 3
　今年も石川地区でたくさんのホタルが数多く確認
されました。（写真は 8 月 2 日撮影）
　昔のようにホタルが舞う風景を子どもたちに見せ
たいと、地区住民が 4 年前に取り組み始めた『ホタ
ルの里』づくり。ホタルが生息する小川の水路を整
備し、草刈りや清掃を行った結果、昨年からホタル
が増え始めました。幼虫の放流や人工飼育もせず自
然に増えたのは、地区住民が環境整備を丁寧に行っ
た証拠。石川自治会環境部会担当の服部薫さんは「ホ
タルが出てきたのは 7 月中頃から。今年のホタルも
きれいですよ」と笑顔で話していました。

金濱くん㊧にインタ
ビューする藤村くん㊨

「ホタルの里」に今年も無数の光跡

愛犬を狂犬病から守ろう。4
狂犬病予防注射日程（本年度 2 回目）

縄文キャンプを取材

石川地区で飛び交うホタルの群れ（8 月 2 日）

火起こしに夢中になっている子どもたち

「火がついたー！」

　平成 23 年７月 19 日付けで
任期満了となった六ヶ所村農業
委員は、７月 10 日に行われた
第 21 回農業委員統一選挙にお
いて 10 人が選出されました。
農業団体から２人、村議会から
３人推薦された５人についても
７月 20 日付けで六ヶ所村長か
ら選任されました。
　六ヶ所村農業委員会は７月
21 日、右記のとおり組織され、
会長には寺下勇夫氏が、会長職
務代理者には中野渡勝太氏が選
出されました。
　農業委員は今後３年間にわた
って、農地制度の適正な施行の
ため、農地の現況調査、農家相
談、農業者年金の加入促進など
の活動をしていきます。



10Rokkasho●2011-911 Rokkasho●2011-9

　交番だより Safety Information 　国際交流International Exchange

「こんにちは、トマスです」
新ＡＬＴ（英語指導助手）が着任

　

ま
た
、
自
分
の
家
族
の
中

か
ら
交
通
事
故
に
遭
う
人
を

絶
対
に
出
さ
な
い
と
い
う
意

識
を
強
く
も
ち
家
庭
内
で
話

し
合
い
、
外
出
前
に
声
を
掛

け
合
う
な
ど
し
て
、
交
通
安

全
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

　

歩
行
者
は
夕
暮
れ
・
夜
間

の
外
出
時
は
、
運
転
者
か
ら

発
見
さ
れ
や
す
い
明
る
い
色

の
服
装
と
反
射
材
用
品
の
活

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
利
用
者
は
、
自
転

車
に
反
射
材
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

走
行
中
の
ラ
イ
ト
の
早
め
点

灯
な
ど
、
自
ら
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

■
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

本
年
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
本
県
の
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
率
は
40
％

と
、
全
国
平
均
の
57
％
を 

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

自
分
と
同
乗
者
の
命
を
守
る

た
め
、
児
童
・
幼
児
に
は
体

格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
、
そ
の
他
の
同
乗

者
に
は
全
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
確
実
に
着
用
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

で
す
。呼
気
１
㍑
に
つ
き
０
・

25
ミ
リ
㌘
以
上
の
ア
ル
コ
ー

ル
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
れ
だ
け
で
運
転
免
許
が
一

発
取
り
消
し
と
な
り
、
さ
ら

に
２
年
は
免
許
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、

重
い
処
分
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
結

果
の
重
大
さ
を
十
分
認
識

し
、
飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
ハ

ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
深
酒
し
た

翌
朝
や
、
酔
い
が
覚
め
き
っ

て
い
な
い
と
感
じ
た
と
き

は
、
絶
対
に
車
の
運
転
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

■
昨
年
の
遭
難
の
特
徴

 

・
道
迷
い
が
原
因
の
遭
難
が

約
62
％
（
21
人
中
13
人
） 

 

・
60
歳
以
上
の
遭
難
者
が
約

95
％
（
21
人
中
20
人
）

■
遭
難
防
止
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス

●
山
に
入
る
と
き
・
入
っ
た
ら

 

・
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で

 

・
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰

宅
予
定
時
間
を
知
ら
せ
る

 

・
水
・
食
料
、
ラ
イ
タ
ー
、

雨
具
、
コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電

話
な
ど
を
持
つ

 

・
仲
間
と
互
い
に
声
を
掛
け

合
っ
た
り
目
印
と
な
る
目
標

物
を
定
め
て
行
動
す
る

 

・
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険

な
場
所
は
避
け
る

 

・
早
め
の
下
山
を
心
が
け
る

●
万
一
、
迷
っ
た
ら

 

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず

救
助
を
待
つ

 

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が

聞
こ
え
た
ら
、
見
通
し
の

よ
い
場
所
で
タ
オ
ル
な
ど

を
振
っ
て
合
図
す
る

●
熊
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

 

・
熊
出
没
情
報
を
確
認
す
る

 

・
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く

（
人
間
の
存
在
を
熊
に
知
ら

せ
る
）

 

・
日
の
出
、
日
没
前
後
は
な

る
べ
く
山
に
は
入
ら
な
い

キ
ノ
コ
採
り
の
遭
難

を
な
く
そ
う

■
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止
（
特
に
、
反
射
材

用
品
等
着
用
お
よ
び
自
転
車

前
照
灯
の
点
灯
の
推
進
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

こ
の
時
期
、
秋
の
行
楽
に

伴
う
事
故
や
、
日
没
が
早
ま

る
夕
暮
れ
時
の
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
自
転
車
利
用
者
や
歩
行

者
の
皆
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

道
路
を
歩
い
て
い
る
子
ど
も

や
高
齢
者
を
見
か
け
た
場
合

は
、
そ
の
動
き
に
注
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
減
速
・
徐
行

す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

秋の全国交通安全運動に参加しよう
9 月 21 日水～ 30 日金の 10 日間実施

（
熊
が
活
発
に
な
る
時
間
帯
）

 
・
熊
の
足
跡
や
食
べ
後
な
ど

の
痕
跡
を
見
つ
け
た
ら
特
に

気
を
つ
け
る

●
熊
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら 

 

・
遠
く
に
熊
を
見
つ
け
た
ら
―

静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
る

 

・
熊
が
こ
ち
ら
に
気
づ
い
た

ら
―
静
か
に
し
て
い
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
熊
は
立

ち
去
り
ま
す

 

・
熊
が
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て

き
た
ら
―
熊
の
動
き
に
注
意

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
後
退

す
る
。

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

② 7 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
7 月中 累計 累計

11 130 138 － 8

① 7 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比7 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
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毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
六
ヶ

所
村
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
ク

レ
ー
ス
ミ
ス
・
ト
マ
ス
で
す
。

私
は
カ
ナ
ダ
人
で
、
カ

ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ

ロ
ン
ビ
ア
州
で
生
ま
れ
ま
し

た
。ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
州
は
カ
ナ
ダ
の
西
海

岸
に
あ
る
の
で
、
カ
ナ
ダ

の
中
で

日
本
に

一
番
近

い
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
、

そ
れ
で

も
遠
い

で
す
ね
。

私
は
、

ク
ワ
ン
ト
ル
ン
大
学
で
文
学

と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
他
に
人

類
学
と
日
本
文
化
に
つ
い
て

も
勉
強
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
や
歴
史
、
映
画
や
俳
句
な

ど
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
知
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
私
は
あ
ま

り
日
本
語
を
話
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
早
く
学
ぶ
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

私
の
故
郷
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
は
、
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
人
々

が
多
く
住
ん
で
い
て
、
非
常

に
多
文
化
的
な
都
市
で
す
。

そ
の
中
の
空
港
や
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
五
輪
オ
ー
バ
ル
が

あ
る
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
町
で

は
、
白
人
よ
り
南
ア
ジ
ア
人

の
人
口
の
方
が
多
い
で
す
。

私
は
こ
こ
六
ヶ
所
村
で
、

松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細
道
の
詩

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

風
流
の

初
や
お
く
の

田
植
う
た

　
　

同
じ
よ
う
に
、
私
の
日
本

で
の
生
活
の
始
ま
り
は
今
こ

こ
、日
本
の
北
に
あ
り
ま
す
。

「
韓
国
の
海
水
浴
事
情
」

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

藤
谷
で
す
。

　

日
本
は
今
年
も
全
国
的
に

猛
暑
の
よ
う
で
大
変
の
よ
う

で
す
が
、
こ
ち
ら
韓
国
で
は

日
本
と
は
違
う
異
常
気
象
が

続
い
て
い
ま
す
。
６
月
は
30

℃
を
超
え
る
日
が
多
く
真
夏

の
よ
う
で
し
た
が
、
７
月
か

ら
は
梅
雨
が
明
け
る
こ
と
が

な
く
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に

雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
す
。

　

８
月
上
旬
に
は
大
雨
の
影

響
で
多
く
の
地
域
で
土
砂
災

害
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

襄
陽
郡
で
は
例
年
だ
と
７

月
中
旬
に
は
梅
雨
が
明
け
、

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
海
開
き
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
海

開
き
後
も
雨
が
続
き
、
海
水

浴
場
は
例
年
の
よ
う
な
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

　

襄
陽
郡
は
韓
国
の
北
東
に

位
置
し
日
本
海
（
韓
国
で
は

「
東ト

ン
ヘ
ー海
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

に
面
し
て
い
ま
す
。

　

襄
陽
郡
に
は
ナ
ク
サ
ン
ビ

ー
チ
を
始
め
多
く
の
海
水
浴

場
が
あ
り
、
夏
の
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
よ
う
で
す
。
海
水
浴

場
の
周
辺
に
は
、
食
堂
、
宿

泊
施
設
、
コ
ン
ビ
ニ
、
カ
フ

ェ
な
ど
が
立
ち
並
び
、
砂
浜

で
は
ワ
イ
ン
・
ビ
ー
ル
の
試

飲
や
販
売
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
海
で
は
水
上

ボ
ー
ト
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
の

乗
車
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
想
像
を
遥
か

に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
す
。

今
年
は
天
候
の
影
響
で
例
年

程
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
は

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
い
つ

も
は
砂
浜
一
面
が
パ
ラ
ソ
ル

で
埋
め
つ
く
さ
れ
る
よ
う
で

す
。
海
開
き
は
９
月
中
旬
ま

で
行
わ
れ
る
よ
う
な
の
で
、

今
後
天
気
に
恵
ま
れ
海
水
浴

場
が
い
つ
も
の
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
私
も
海
水
浴
場
に

は
ま
だ
一
度
し
か
行
っ
て
い

な
い
の
で
、
も
う
一
度
く

ら
い
行
っ
て
韓
国
で
の
夏

の
思
い
出
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

㊤多くの観光客が
訪 れ る 襄 陽 郡 の
ナクサンビーチ。
ビーチの周辺では、
ミュージカルなど
も催されます。私
も家族（娘㊧）と
一 緒 に 海 水 浴 に
行ってきました

新 ALT のトマスさん
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　健康 Health 　医療Medical

③
消
毒
は
絶
対
し
な
い
！

水
洗
い
で
化
膿
菌
か
ら
傷
の

悪
化
を
防
御

　

傷
を
洗
っ
た
後
も
そ
の
後

も
ず
～
っ
と
消
毒
は
一
切
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
「
消
毒
し
な
い
と
化
膿
し

て
し
ま
わ
な
い
の
？
」
と

い
う
疑
問
が
浮
か
び
ま
す

ね
。
実
は
、
皮
膚
は
常
在
菌

と
い
う
人
間
の
味
方
菌
が
多

数
住
ん
で
い
て
、
化
膿
さ
せ

る
よ
う
な
悪
い

バ
イ
キ
ン
か
ら

傷
を
守
っ
て
い

ま
す
。
消
毒
は

バ
イ
キ
ン
よ
り

も
、
常
在
菌
や

傷
を
治
す
た
め

の
自
分
の
細
胞

を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

消
毒
と
書
き
ま
し
た
が
、

「
傷
に
し
み
る
」
も
の
は
、

軟
膏
・
ク
リ
ー
ム
含
め
す
べ

て
消
毒
と
同
じ
で
す
。

④
傷
口
を
乾
燥
さ
せ
な
い
！

　

傷
は
乾
燥
し
て
治
る
の
で

は
な
く
、
治
っ
た
結
果
乾
燥

し
ま
す
。
傷
は
わ
ざ
と
乾
燥

さ
せ
る
と
、
痛
い
だ
け
で
な

く
、治
り
が
遅
く
な
り
ま
す
。

傷・ケガ・ヤケドの最新治療
～うるおい治療～

　

家
庭
や
職
場
や
学
校
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
傷
・
ヤ
ケ
ド

を
ど
う
治
療
し
て
い
ま
す

か
？

　

消
毒
し
て
傷
を
覆
っ
て
、

絆
創
膏
を
変
え
て
傷
の
乾
く

の
を
待
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
、
家
庭
で
で
き
る

傷
・
ケ
ガ
・
ヤ
ケ
ド
の
最
新

治
療
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

実
際
に
尾
駮
診
療
所
で
も
同

様
の
方
法
で
治
療
し
て
い
ま

す
。
床
ず
れ
・
傷
・
ヤ
ケ
ド

な
ん
で
も
同
じ
で
す
。「
消

毒
し
な
い
、
乾
か
さ
な
い
」

を
守
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど

が
「
早
く
、
痛
く
な
く
、
キ

レ
イ
に
」
治
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
ケ
ガ
も
ヤ
ケ
ド

も
し
な
い
の
が
一
番
で
す
が

（
笑
）

※
▼
動
物
・
人
に
噛
ま
れ
た

傷
▼
釘
・
機
械
に
よ
る
傷
▼

血
が
止
ま
ら
な
い
傷
▼
深
い

傷
▼
広
い
傷
―
の
場
合
は
で

き
る
だ
け
早
く
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
迷
っ
た
ら
一
度
ご

連
絡
く
だ
さ
い

①
傷
は
水
道
水
で
洗
お
う
！

　

傷
を
見
た
ら
、
ま
ず
ど
う

し
ま
す
か
？

　
「
消
毒
！
」、
ち
ょ
っ
と
ま

っ
て
く
だ
さ
い
。
傷
は
ま
ず

水
道
水
で
よ
く
洗
っ
て
く
だ

さ
い
。
消
毒
薬
は
使
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
日
本
の
水
道

水
は
ほ
と
ん
ど
無
菌
で
す
の

で
、
特
別
な
滅
菌
水
の
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。
洗
う
目
的

は
傷
の
砂
や
ゴ
ミ
な
ど
治
る

と
き
の
邪
魔
に
な
る
異
物
を

取
り
除
く
た
め
で
す
。

②
出
血
し
た
ら
、「
出
血
し

て
い
る
場
所
」
を
圧
迫
す
る

　

洗
っ
た
後
で
水
で
ぬ
ら
し

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

で
、
５
分
！

　

し
っ
か
り
圧
迫
す
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
傷
は
止
ま
り
ま

す
。
心
臓
の
近
く
を
縛
る
方

法
は
、
採
血
の
時
に
腕
を
縛

る
の
と
同
じ
で
、
逆
に
出
血

を
増
や
し
ま
す
の
で
止
め
て

く
だ
さ
い
。

尾駮診療所　内科医長

小林 只 

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

キ
ズ
ド
ラ
イ
な
ど
は
お
勧
め

し
ま
せ
ん
。

⑤
絆
創
膏
を
選
ぼ
う
！

面
積
の
大
き
い
傷
の
場
合
は

ラ
ッ
プ
で
代
用
（
図
参
照
）

　

傷
を
乾
燥
さ
せ
な
い
た
め

に
は
ガ
ー
ゼ
が
つ
い
て
い
る

通
常
の
救
急
絆
創
膏
で
は
な

く
、新
し
い
救
急
絆
創
膏（
キ

ズ
パ
ワ
ー
パ
ッ
ド
な
ど
）
が

お
勧
め
で
す
。

　

傷
が
大
き
い
時
は
市
販
の

絆
創
膏
で
は
覆
い
き
れ
な
い

の
で
、
ラ
ッ
プ
（
滅
菌
で
な

い
市
販
の
食
用
ラ
ッ
プ
で
Ｏ

Ｋ
）
で
応
急
処
置
し
ま
す
。

医
療
品
は
、
そ
も
そ
も
ラ
ッ

プ
＋
オ
ム
ツ
の
類
似
品
で
す

（
笑
）

　

傷
を
洗
っ
て
か
ら
傷
の
面

積
よ
り
も
大
き
い
ラ
ッ
プ
で

（
も
し
白
色
ワ
セ
リ
ン
が
あ

れ
ば
ラ
ッ
プ
に
た
っ
ぷ
り
塗

っ
て
か
ら
）傷
を
覆
い
ま
す
。

ラ
ッ
プ
が
と
れ
な
い
よ
う
に

テ
ー
プ
で
止
め
、
包
帯
を
巻

き
ま
す
。

　

ラ
ッ
プ
は
最
低
１
日
１
回

は
交
換
し
、
皮
膚
を
洗
い
ま

す
。
入
浴
Ｏ
Ｋ
で
す
。
傷
の

周
り
は
石
鹸
で
洗
い
ま
す

が
、
傷
の
部
分
は
さ
っ
と
流

水
で
流
す
だ
け
に
し
ま
す
。

あ
ま
り
強
く
洗
う
と
傷
の
治

癒
を
遅
ら
せ
ま
す
。

　

汗
ば
む
暑
い
季
節
に
は
交

換
の
回
数
を
適
宜
増
や
し
て

く
だ
さ
い
。
オ
ム
ツ
と
一
緒

で
汚
れ
た
ら
交
換
と
い
う
感

覚
で
す
。

　

傷
の
表
面
が
つ
る
つ
る
し

た
薄
い
皮
膚
で
覆
わ
れ
れ
ば

治
療
終
了
で
す
。
普
通
の
傷

は
数
日
以
内
で
こ
の
状
態
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
で
き
た
ば
か
り
の

薄
い
皮
膚
は
日
焼
け
し
や
す

く
色
が
残
り
や
す
い
の
で
、

痕
を
残
し
た
く
な
い
場
合

は
、
し
ば
ら
く
直
射
日
光
に

当
て
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

日本脳炎の予防接種を受けましょう

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
7 月 26 日の３歳児健診で

虫歯のなかった子どもたち

甲地琳果ちゃん 山田成美くん 木村大樹くん村山颯太くん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

　

本
年
度
は
、通
常
の
３
歳
・

４
歳
児
に
加
え
て
、
小
学
３

年
生
・
小
学
４
年
生
の
児
童

に
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
３
・
４
年
生
の
児
童

が
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ん

は
、
母
子
手
帳
を
確
認
し
、

日
本
脳
炎
の
１
期
接
種
が
不

足
し
て
い
る
場
合
は
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後

に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例

が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年

度
ま
で
、
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
の
案
内
を
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
、
現
在
は
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
通
常

通
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
～
18
年
度
に
生
ま

れ
た
人
は
、
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
が
不
十
分
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
13
～
18
年
度
生
ま
れ

（「
年
中
」
相
当
～
小
学
４
年

生
）
の
児
童
は
、
１
期
接
種

が
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
児
童
に
は
、
23

年
度
か
ら
順
次
接
種
の
案
内

を
行
い
、
そ
れ
以
下
の
年
齢

の
子
ど
も
に
は
、
24
年
度
以

降
に
案
内
し
ま
す
。

※
案
内
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
場
合
で
も
、
７
年
６
月

１
日
～
19
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
、
１
期
・
２
期
の
接
種

が
終
わ
っ
て
い
な
い
子
ど
も

は
、
20
歳
未
満
ま
で
の
間
、

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
核
は
、
人
か
ら
人
へ
う

つ
る
「
感
染
症
」
で
す
。
２

週
間
以
上
咳
が
続
く
よ
う
な

ら
、
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

早
期
発
見
は
本
人
の
重
症

化
を
防
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、

大
切
な
家
族
や
職
場
な
ど
へ

の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
も
重
要
で
す
。

引用）『キズ・ヤケドは消毒してはいけない』 夏井睦著

大切な人の悩みに気づいてください
～自殺を社会全体で防ぎましょう～

自殺予防週間 9 月 10 日～ 17 日

なぜ「気づき」が必要なの？
自殺を考えている人は、「死ぬしかない」と視野が狭くなっていたり、

「孤立してい る」と感じています。
声をかけることで「あなたは決して１人ではないのだ」ということを理解してもらいます。

あなたの大切な人や身近な人が、最近こんなふうではありませんか？

突然泣きだした
りイライラを爆
発させるなど、

感情が不安定だ

性格が
急に変わった

ように見える。

身なりに
構わなくなった
ように見える。

これまで関心の
あったことに対
して興味を失っ
たように見える。

職場を無断欠勤
したり、行方が
わからなくなっ

たりする。

極端に食欲がな
くなり、体重が
減少したように

見える。

よく眠れて
いないようだ。

さまざまな
身体的な不調を

訴えている。

近親者や
知人の死亡を

経験した。

アルコールや
薬物を乱用
している。

交際が減り、
引きこもりがち

になった。

自殺を
ほのめかして

いる。

「気づき」は自殺を防ぐためのヒントです。
あなたの大切な人を守るために普段から周囲に気を配りましょう。

結
核
予
防
週
間

９
月
24
日
～
30
日

気づき

家族や仲間の変化
に気づいて
声をかける

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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三
沢
電
気
工
事
業
協
同
組

合（
田
中
信
次
理
事
長
）は
、「
地

域
住
民
に
対
す
る
犯
罪
お
よ
び

事
故
防
止
の
た
め
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
、
青
色
防
犯
灯
５

基
と
設
置
工
事
一
式
を
村
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
技
術
を
生
か

し
た
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目

指
し
、
平
成
９
年
度
か
ら
毎
年

村
へ
防
犯
灯
を
寄
贈
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
で
76
基
に
な
り
ま

し
た
。

寄
贈
式
は
７
月
19
日
、
村
長

室
で
行
わ
れ
、
同
組
合
を
代
表

し
、
田
中
理
事
長
と
村
内
加
入
業

者
５
社
が
出
席
し
、
古
川
健
治
村

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
古

川
村
長
は
「
善
意
の
継
続
に
感
謝

し
、
村
の
防
犯
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、

第
二
中
学
校
の
通
学
路
へ
設
置

す
る
予
定
で
す
。

同
組
合
へ
の
村
内
の
加
入

業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
順

不
同
、
敬
称
略
）。

▼
橋
本
電
業
（
代
表　

橋
本
妻

男
）
▼
㈱
髙
田
電
気
（
代
表
取

締
役　

髙
田
義
則
）
▼
㈱
秋
戸

電
気（
代
表
取
締
役　

秋
戸
孝
）

▼
㈱
高
田
工
業
（
代
表
取
締
役

髙
田
美
奈
子
）
▼
㈱
原
燃
環
境

（
代
表
取
締
役　

山
崎
龍
之
祐
）

　

世
界
的
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト　

千
住
真
理
子
の
室
内
楽
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
世
界
最

高
の
名
器
「
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ

ウ
ス
」
の
響
き
を
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

10
月
22
日
土

開
場
午
後
２
時
／
開
演
午
後
２

時
30
分

■
会
場　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
入
場
料　

一
般
２
，０
０
０
円
（
当
日
２
，

５
０
０
円
）

高
校
生
以
下
１
，０
０
０
円（
当

日
１
，
５
０
０
円
）
全
自
由
席

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別

料
金
で
す

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

８
月
20

日
土
か
ら
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に

て
一
斉
発
売

■
主
催　

六
ヶ

所
村
・
㈶
六
ヶ

所
村
文
化
振
興

公
社
・
青
森
県
・

㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー

問
六
ヶ
所
村
地
域
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

信
用
生
協
で
は
、
多
重
債
務

で
困
っ
て
い
る
人
、
多
重
債
務

は
解
決
し
た
が
そ
の
後
の
借
入

が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
人
に
対

す
る
丁
寧
な
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
、
弁
護

士
や
司
法
書
士
の
無
料
相
談
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
債
務
整
理
資
金
」、

「
生
活
再
建
資
金
」
な
ど
の
貸

付
制
度
も
あ
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
事
業
資
金
は
除
き
ま
す
）

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
相
談
受
付
時
間

月
～
土　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

完
全
予
約
制　

相
談
無
料

問
信
用
生
協
八
戸
相
談
セ
ン
タ

ー
（
八
戸
市
八
日
町
36
第
一
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
４
階
）

☎
０
１
７
８
（
20
）
８
５
８
２

　

六
ヶ
所
村
体
育
協
会
は
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
相
互
の
親
睦
と

ゴ
ル
フ
競
技
の
発
展
を
目
的
に

「
第
７
回
親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

村
内
に
居
住
し
て
い
る
人
ま

た
は
村
内
企
業
に
勤
務
し
て
い

る
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加

可
能
で
す
。
奮
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
16
日
日

午
前
７
時
53
分
ス
タ
ー
ト

■
場
所　

下
北
ス
リ
ー
ハ
ン
ド

レ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
六

ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
上
尾
駮

３
４
５
ノ
１
）

■
主
催　

六
ヶ
所
村
体
育
協
会

■
参
加
料　

３
，０
０
０
円（
当

日
受
け
付
け
で
納
入
し
て
く
だ

さ
い
）

■
プ
レ
イ
代
な
ど　

プ
レ
イ

代
・
食
事
代
は
個
人
負
担

■
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
イ
・
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式

■
申
し
込
み
方
法　

左
記
事
務

局
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い［
申
し
込
み
受
付
時
間
帯
］

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
事
務
局　

親
善
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
事
務
担
当
（
六
ヶ
所
村
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課　

及
川
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
５
）

■
申
込
期
限　

９
月
15
日
木

先
着
70
人
で
締
め
切
り
ま
す

■
そ
の
他　

申
し
込
ん
だ
人
に

は
、
別
途
開
催
の
案
内
文
書
を

送
付
し
ま
す

　

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
障
害
者
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

障
害
者
を
雇
用
し
た
い
事
業

所
や
面
接
会
へ
の
参
加
を
希
望

す
る
障
害
者
の
皆
さ
ん
は
、
野

辺
地
公
共
職
業
安
定
所
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
青
森
会
場
】

■
日
時　

９
月
27
日
火

午
後
１
時
～
午
後
３
時
半

■
場
所　

ホ
テ
ル
青
森
「
孔
雀

の
間
」（
青
森
駅
か
ら
車
で
10
分
）

【
八
戸
会
場
】

■
日
時　

10
月
27
日
木
午
後
１

村
体
協
親
善
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
参
加
者
募
集

三
沢
電
気
事
業
組
合
が

青
色
防
犯
灯
を
寄
贈

　7 月の農業委員会定例総会が
7 月 19 日、役場分庁舎 3 階大
会議室で開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。
■報告第８号　農地の転用事実
に関する照会について

１件 5,557㎡
■議案第 17 号　農地法第 3 条
の規定による許可申請について

1 件 16,464㎡
■議案第 18 号　農地法第 5 条
の規定による農地転用許可申請
について　　　　　2 件 782㎡
■議案第 19 号　下限面積の設
定について
■議案第 20 号　農用地利用集
積計画（案）について

2 件 8,046㎡
※総会の傍聴・会議録の縦覧ができ

ます。各種許可申請書の締め切りは

月末です。次回の総会は、9 月 22 日

木に開催予定です。

　なお、農地法第 3 条許可申請につ

いての記載例などは窓口にあります。

農地講座
下限面積について

六ヶ所村の下限面積は 50㌃！

　六ヶ所村の総農家数 358 に
対し、50㌃未満で耕作してい
る 農 家 は わ ず か 3.4 ％。 残 り
50㌃以上の耕作農家が 90％を
超えています。
　また、意欲ある新規参入者な
どが増加する傾向が見えない
中、あえて下限面積を下げる必
要はありませんので、安定した
農業経営を継続していくため、
下限面積は現行どおり 50㌃と
し、別段の面積は設定しないこ
とになりました。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

宝
く
じ
文
化
公
演

千
住
真
理
子
の
室
内
楽

へ
の
誘
い

く
ら
し
と
お
金
の
安
心

相
談

障
害
者
就
職
面
接
会
の

ご
案
内

時
～
午
後
３
時
半	

■
場
所　

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル「
芙
蓉
の
間
」

（
本
八
戸
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

問
野
辺
地
公
共
職
業
安
定
所

（
〒
０
３
９
―
３
１
２
８　

野

辺
地
町
昼
場
12
ノ
１
）

担
当　

大
髙

☎
０
１
７
５
（
64
）
８
６
０
９

　

計
量
器
（
は
か
り
）
の
検
査

を
次
の
日
時
お
よ
び
場
所
で
行

い
ま
す
の
で
、
受
検
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
２
年
に
１
回
実
施
す
る
法

定
検
査
で
、
取
り
引
き
・
証
明

に
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
検
査
日
時
・
場
所

○
10
月
３
日
月　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

千
歳
平
地
区
公
民
館

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分   

倉
内
地
区
集
会
所

○
10
月
４
日
火

午
前
11
時
～
正
午

役
場
平
沼
支
所

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

旧
室
ノ
久
保
中
学
校

○
10
月
５
日
水

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

泊
地
区
イ
ベ
ン
ト
広
場

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

中
央
公
民
館

問
商
工
観
光
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
３
４
５

　

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
切

り
替
え
作
業
の
た
め
、
次
の
日

程
で
休
館
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
▼
館
内
で
の
貸
し

出
し
▼
返
却
▼
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
▼
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
予
約
―
な
ど
が
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
シ
ス
テ
ム
移
行
後
は
、
利

用
者
の
皆
さ
ま
の
操
作
性
向
上

や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
充
実
・
提
供
が
で
き
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
休
館
期
間

９
月
21
日
水
～
22
日
木

（
20
日
火
は
通
常
休
館
日
。
９

月
19
日
月
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
は
開
館
）

問
村
民
図
書
館　

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
５

は
か
り
定
期
検
査
の
お

知
ら
せ

図
書
館
特
別
休
館
日
の

お
知
ら
せ

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所

看護学生
男
女

高卒（見込含）
24 歳未満

9 月 5 日月
　　～
9 月 30 日金

10 月 22 日土
白山台公民館

（八戸市北白
山台）

防衛医科大学
校学生

男
女

高卒（見込含）
21 歳未満

10 月 29 日土・

30 日日

青森第二合同
庁舎共用会議
室

防 衛 大 学 校 学 
生（ 一般 ）

男

女
高卒（見込含）
21 歳未満

11 月 5 日 土・
6 日日

江陽公民館
（八戸市江陽

２丁目）

詳細については、下記まで問い合わせてください。
〒 033-0037　三沢市松園町三丁目 6-16　
　中野プラザビル 2 Ｆ（ユニバース松園店隣）
　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所			 
　☎・Fax 0176（53）1346（平日午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分）
　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

平成 23 年度自衛官募集のご案内

古川村長に目録を渡す田中理事長㊨

 Rokkasho News and Information
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六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

寺
てらしま

嶋　凛
りんき

輝（龍雲）尾駮レイクタウン
中
なかばやし

林　想
そうすけ

介（周平）尾駮レイクタウン
白

しらやま

山　　晃
こう

（智文）倉内
立

たちばな

花　桃
とうり

吏（雅美）泊
伊

いとう

藤　奨
しょうま

真（正行）倉内
坂

さかもと

本　泰
たいしん

伸（英一）尾駮レイクタウン
秋

あきと

戸　柚
ゆずき

葵（博光）二又
若

わかまつ

松　明
あきひろ

宏（宏一）尾駮
髙

たかだ

田　恭
きょうか

花（滋）　　戸鎖
菊

きくち

池　彩
さや

耶（雪博）尾駮レイクタウン
中

なかむら

村　慧
さとひこ

彦（義照）泊
野

のさわ

澤　杏
あんり

莉（大樹）尾駮レイクタウン
米

よない

内　杏
あんな

夏（孝行）平沼

六ヶ所村の人口
（7 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,947 ＋ 14
女 5,248 ＋ 12
計 11,195 ＋ 26

世帯数 4,526 ＋ 15

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
赤石浅太郎　74 才（泊）
村畑德次郎　78 才（泊）
安藤　弘美　46 才（端）
沼山　久治　86 才（室ノ久保）
工藤　長市　76 才（千歳）
澁谷美榮子　75 才（庄内）
小泉　政雄　59 才（千歳平）

7 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

織笠　拓也（泊）
佐々木純音（青森市）
久保　優太（戸鎖）
関川　麻美（八戸市）
宮守　淑弥（泊）
能登　英恵（泊）
木村　　優（尾駮）
澤谷　愛子（青森市）
工藤　卓也（平川市）
髙橋　陽子（尾駮）
赤石　瑞樹（泊）
佐々木祥乃（岩手県）

村
は
、
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
程　

９
月
25
日
日

■
行
程　

八
戸
方
面

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
約
15
人

■
費
用　

昼
食
代
は
自
己
負
担

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

六
ヶ
所
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
８
８
６

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
尚
祐
の
里

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
０
４
０

泊
か
ら
横
浜
町
に
通
ず
る

県
道
の
中
腹
に
貴
寶
山
神
社
を

開
基
し
た
広
貞
上
人
の
募
石
が

あ
り
、
今
日
も
村
人
た
ち
が
大

切
に
管
理
し
信
仰
の
中
心
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
県
道
は
、
泊
の

海
産
物
を
関
西
や
北
海
道
へ
と

牛
馬
で
運
搬
し
た
輸
送
路
。
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
、
街
道
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
１
日
土
９
時　

■
場
所　

県
道
泊
横
浜
線
（
泊

北
消
防
署
前
集
合
）

■
定
員　

20
人 

■
持
参
す
る
も
の　

昼
食
・
飲

み
も
の

■
対
象　

親
子
・
一
般
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
）

■
申
込
期
限　

９
月
24
日
土

＊
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

■
申
込
先　

村
立
郷
土
館
（
佐

藤
・
大
間
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax 
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
の
相
談
日

を
全
国
一
斉
に
設
け
ま
す
。
高

齢
者
、
障
害
者
の
人
権
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
５
日
月
～
11
日

日
ま
で
の
７
日
間

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
土
・
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

■
電
話　

全
国
共
通
人
権
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

と
お
ば
ん
）

■
内
容　

高
齢
者
や
障
害
者
に

対
す
る
虐
待
な
ど
に
関
す
る
電

話
相
談

問
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課☎
０
１
７
（
７
７
６
）
９
０
２
４

　

村
は
、
人
権
擁
護
に
関
す
る

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

騒
音
な
ど
の
近
隣
間
の
ト
ラ

ブ
ル
や
子
ど
も
の
い
じ
め
な

ど
、
身
近
な
困
り
ご
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
い
ず
れ
も
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

９
月
13
日
火

■
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

泊
地
区
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
総
務
課　

橋
本

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

　

六
ヶ
所
村
は
、
尾
駮
字
野
附

地
区
に
公
共
公
益
施
設
（
仮
称
：

総
合
医
療
福
祉
施
設
）
立
地
の
た

め
、
六
ヶ
所
都
市
計
画
地
区
計
画

（
野
附
地
区
計
画
）
の
決
定
案
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
公
告
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

■
計
画
の
概
要

●
地
区
計
画
の
名
称

野
附
地
区
計
画

●
地
区
計
画
を
決
定
す
る
区
域

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
野
附
の

一
部

●
計
画
を
決
定
す
る
面
積　

約
３
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

●
決
定
理
由

本
地
区
は
、
尾
駮
地
区
な
ど
と

の
機
能
連
携
や
一
体
性
を
考
慮

し
た
良
好
な
住
環
境
の
形
成
、

ま
た
、
村
の
中
心
市
街
地
形
成

の
一
部
を
担
う
地
区
と
し
て
、

公
共
公
益
施
設
や
附
随
す
る
住

宅
用
地
の
機
能
的
な
土
地
利
用

を
図
る
た
め
、
地
区
計
画
を
定

め
る
も
の
で
す

■
決
定
案
縦
覧　

●
縦
覧
期
間　

９
月
１
日
木
か

ら
14
日
水
ま
で
の
平
日
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
）
に
役

場
企
画
調
整
課
で
閲
覧
で
き
ま

す■
意
見
書
受
付

●
受
付
期
間

９
月
１
日
木
か
ら
14
日
水
ま
で

の
平
日
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
）
に
役
場
企
画
調
整
課

で
受
け
付
け
ま
す

●
記
載
内
容

意
見
書
に
は
▼
住
所
▼
氏
名
▼

年
齢
▼
職
業
▼
意
見
の
要
旨
▼

そ
の
理
由
―
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
（
様
式
は
企
画
調
整
課
に

あ
り
ま
す
）

■
意
見
書
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
意
見
の
内
容
お
よ
び
決

定
案
へ
の
反
映
状
況
に
つ
い
て

六
ヶ
所
村
都
市
計
画
審
議
会
へ

報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
７
）

■
下
水
道
を
利
用
し
て
環
境
の

保
全
を

　

下
水
道
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
と
い
っ
た
快
適
な
生
活
を
も

た
ら
す
ほ
か
、
汚
れ
た
水
を
き

れ
い
に
し
て
川
や
海
に
戻
す
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

村
は
下
水
道
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
現
在
村
民
の
約
７
割

が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
利

用
可
能
な
人
の
う
ち
の
約
３ 

割
が
ま
だ
下
水
道
を
利
用
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
を
利
用
し
な
い
と
、

汚
水
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
環
境
へ
多
大

な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

歴
史
散
歩
（
街
道
を
ゆ

く
）
参
加
者
募
集

家
族
介
護
者
交
流
事
業

参
加
者
募
集

　

一
日
も
早
く
、
下
水
道
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

■
助
成
・
貸
付
制
度

　

村
は
、
下
水
道
利
用
の
た
め

の
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）
に

対
し
工
事
費
の
一
部
を
補
助

（
助
成
金
）、
ま
た
は
水
洗
化
工

事
に
対
し
て
工
事
費
を
貸
し
付

け
（
貸
付
金
）
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
指

定
排
水
設
備
工
事
業
者
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
制

度
の
利
用
は
、
助
成
金
か
貸
付

金
の
い
ず
れ
か
の
選
択
と
な
り

ま
す
）

　

助
成
や
貸
し
付
け
制
度
の
詳

細
は
、
上
下
水
道
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
７
１
～
１
７
７
）

下
水
道
普
及
率
を
向
上

さ
せ
、
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
を

特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

六
ヶ
所
都
市
計
画
地
区
計

画
「
野
附
地
区
計
画
」
決

定
案
の
縦
覧
・
意
見
書
受

け
付
け
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
強
化
週
間

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

エネルギー教育支援事業施設見学時バス借上げ 相和物産（株） 64 万 500 円

倉内地区側溝整備工事施工監理業務委託 エイト技術（株） 157 万 5000 円

泊中央線改良舗装工事施工監理業務委託 （株）出雲 157 万 5000 円

尾駮中央地区計画策定業務委託 （株）みちのく計画 231 万円

千歳平 1 号・2 号幹線改修工事施工監理業務委託 （株）みちのく計画 164 万 8500 円

倉内・平沼小学校統合整備事業排水流沫工事施工監理業務委託 （株）みちのく計画 71 万 4000 円

区画整理事業街区画地点出来形確認測量業務委託 （株）みちのく計画 1848 万円

区画整理事業換地計画等修正業務委託 （株）みちのく計画 640 万 5000 円

泊川原北８号線実施設計業務委託 （株）みちのく計画 241 万 5000 円

倉内地区側溝整備工事（２工区） （有）佐藤工務店 1916 万 2500 円

泊中央線改良舗装工事（３工区） （有）清和工業 3391 万 5000 円

泊中央線改良舗装工事（２工区） （有）瀬川建設 3021 万 9000 円

泊中央線改良舗装工事（１工区） （有）田中工業 2205 万円

千歳平 1 号・2 号幹線改修工事（３工区） 大羽建設（株） 3360 万円

千歳平 1 号・2 号幹線改修工事（２工区） 六ケ所工業（有） 3507 万円

千歳平 1 号・2 号幹線改修工事（１工区） （有）浅工務店 3481 万 8000 円

倉内・平沼小学校統合整備事業排水流沫工事（２工区） （有）ワトーテック 1587 万 6000 円

倉内・平沼小学校統合整備事業排水流沫工事（１工区） （有）三浦総建 1624 万 3500 円

倉内地区側溝整備工事（３工区） （有）浜飯組 1725 万 6750 円

倉内地区側溝整備工事（１工区） （有）木村技建 1806 万円

郷土館改修工事 （有）福岡建設 4740 万 7500 円

庁舎等消防設備保守点検業務委託 （有）三晃ビルサービスセンター 126 万円

集会所等浄化槽維持管理業務委託 総合技研（株） 138 万 6000 円

中学校印刷機購入事業 （株）佐々木商店 176 万 4000 円

泊小学校水泳プール監視業務委託 （有）北東ビル管理 169 万 4070 円

平沼地区水泳プール監視業務委託 総合技研（株） 161 万 4900 円

スクールバス購入 いやさか自動車（株） 4991 万 5215 円

区画整理事業５期造成工事（１工区） 大泉建設（株） 1 億 3965 万円

区画整理事業４期道路工事 （株）岡山建設 1 億 2810 万円

平沼高瀬川線改良舗装工事 （株）高田工業 1 億 153 万 5000 円

原々種農場弥栄平線改良舗装工事（２工区） 附田建設（株） 1 億 479 万円

原々種農場弥栄平線改良舗装工事（１工区） 東和建設（株） 1 億 290 万円

倉内・平沼小学校統合整備事業粗造成工事 （株）鳥山土木工業 1 億 3440 万円

入札結果（6 月分）をお知らせします

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）



18Rokkasho●2011-919 Rokkasho●2011-9

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　身体は弱いが知恵は溢れる若だんなが大忙
し。頼れるようでどこかズレてる妖怪たちも
仰天するほど千客万来！ 表題作ほか全 5 編を
収録した「しゃばけ」シリーズ第 10 弾。『小
説新潮』連載を単行本化。

やなりいなり

畠中 恵著

　【直木賞（145（2011 上半期））】佃航平は
宇宙工学研究の道を諦め実家の町工場を継い
でいたが、経営はまさに崖っプチ。だが世界
最先端の技術で特許出願をしていた佃製作所
に、ロケット開発という思わぬ展開が…。『週
刊ポスト』連載を加筆・訂正して単行本化。

下町ロケット　

池井戸 潤著

　初めてのけんか、嫁姑、子育て、浮気、海
外旅行、夫の多趣味…。こうしてけんかにな
り、こうして乗り越えた！ 結婚生活 34 年に
なる上沼恵美子と上沼真平の夫婦げんかヒス
トリー。

犬も食わない

上沼恵美子 /
上沼真平共著

　東京にある韓国家庭料理店のオーナーで、
占い師でもある著者が教えるレシピ集。春・
夏・秋・冬の季節ごとに 12 の生まれ月にぴっ
たりの韓国料理を紹介するとともに、開運ポ
イントや恋愛運・仕事運のアドバイスも掲載。

かんたん＆おいしい
魚ちゃんの韓国料理

「開運」レシピ

魚ちゃん著

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 木 予防接種（ポリオ） 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

2 金
カンガルー教室 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

3 土
4 日 青森県民駅伝競走大会 12：00 スタート 青 森 市

5 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

健診結果説明会 10：00 ～ 12：00 千 歳 平 公 民 館

6 火
６カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

7 水

乳幼児相談 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

森のくまさんおはなし会〈3 ～ 6 歳向け〉 14：20 ～ 図 書 館

8 木
複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 泊地区ふれあいセンター

森のくまさんおはなし会〈0 ～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

9 金
複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 泊地区ふれあいセンター

ガラス越しの音楽会 26th 民謡　18：00 開場／ 18：30 開演 ス ワ ニ ー

10 土
11 日 爆笑 !! お笑い LIVEin スワニー　13：00 開場／ 13：30 開演 ス ワ ニ ー

12 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

13 火
１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

４ケ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

14 水
15 木 ３B たいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

16 金
カンガルー教室（抱っこ法） 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

17 土
18 日
19 月
20 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

21 水 村民図書館特別休館日

22 木 村民図書館特別休館日

23 金
24 土 読売交響楽団コンサート　16：30 開場／ 17：00 開演 ス ワ ニ ー

25 日
26 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

27 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

28 水

29 木

カンガルー教室（親子ビクス） 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場（ベビーマッサージ） 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

３B たいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

30 金

 村のスケジュール9 月

　地上デジタル放送11チャンネル「六ヶ
所村テレビ」、9 月は左記の番組を放送
します。
　なお、番組表はデジタル放送の番組表

（EPG）でも見ることができます。
　ぜひ、六ヶ所村テレビをご覧ください。

■番組内容
❶広報ろっかしょ　9 月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュー
ル（行事予定）、ごみの収集日程などを
文字放送でお知らせします。

❷新米カメラマンどこへ行く　３rd
　情報政策課の新米カメラマンが取材・
編集した、村のトピックス（話題）をお
届けします。
　9 月は①泊例大祭（7 月 18・19 日収
録）、②第 46 回六ヶ所村民体育大会（8
月 7 日収録）を放送します。

❸ア・ラ・カルト BOX
　現在、ストックしている以下の番組の
中から１番組ずつランダムに放送しま
す。
　①六ヶ所村の風景（45 分）
　②六ヶ所村郷土館（45 分）
　③第 45 回六ヶ所村民体育大会〈平成
22 年 8 月 1 日収録〉（45 分）
　④第 27 回ろっかしょ産業まつり〈22
年 10 月 30・31 日収録〉（45 分）
　⑤第 28 回六ヶ所村民俗芸能発表会

〈23 年 1 月 8 日収録〉（45 分）

❹青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで
表示します。  

問情報政策課
☎ 0175（72）2111（内線 155）

▼ 9 月の番組表

9 月の番組表
六ヶ所村テレビ

11ch ！
Rokkasho　TV

六ヶ所村テレビの９月の番組表です。

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 9 月
15 新米カメラマンどこへ行く　3rd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00

15 広報ろっかしょ 9 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

8 時 00

9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ 9 月
15 新米カメラマンどこへ行く　3rd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時

00

15 広報ろっかしょ 9 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 9 月
15 新米カメラマンどこへ行く　3rd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00

15 広報ろっかしょ 9 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

14 時 00

15 時 00

16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 9 月
15 新米カメラマンどこへ行く　３rd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00

15 広報ろっかしょ 9 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

19 時 00

20 時 00

21 時

00 広報ろっかしょ 9 月
15 新米カメラマンどこへ行く　3rd
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00

15 広報ろっかしょ７月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

23 時 00

0 時
I

６時

0：00
I

6：00

今年の体育大会のテーマは、震災被害をみんなで乗りこえようと思いを込めた『一致団結、地域の力』。各チームの選手たちが優勝とい
う目標に向かって、共に汗を流しました○未曽有の災害を経験し、地域のつながり・地域力が見直されています。災害に強い地域づく
りのために大切なのは、人々の日々の交流が生みだす共助の心。体育大会で培った団結力を、今後も共助の精神として大切にはぐくん
でいってほしいと思います（円子）●まだまだ、広報の仕事には慣れない日々。それでも一人で取材に行くことがたまにあります。そ
の場の様子を伝えられるのはこの私だけ。妙なプレッシャーをもちながら取材しています○メモにばかり気をとられているといい写真
が撮れないし、カメラを構えてばかりだとメモが書けない。だけど、その場にいると一緒に参加した気分で、楽しいのも事実。楽しみ
ながら仕事を覚えていきたいと思います（須藤）
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伝えたい、六ヶ所の風景。
鴛
お し ど り

鴦の休息
老部川で羽を休めるオシドリの夫婦。
清流の川面で、穏やかな時間を過ごしています。
この時期、いつも何をするにも一緒のオシドリ夫婦は、
仲睦まじく、川の流れを悠 と々楽しんでいます。

1_ オシドリはカモ目カモ科。オス（右）はカモの中でもひときわ美しい羽

をまとっています。オスがメス（左）と一緒にいるのは、繁殖期の限られ

た期間だけ。オスは子育てには一切参加せず、メスから離れてしまいます。

オスを「鴛」、メスを「鴦」と書き、つがいでは「鴛鴦」と書きます。

2_ 川の中州で採餌中の母鳥　3_ 親子仲良く泳ぎを楽しんでいます

（写真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


